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３４特集大学改革と生涯学習
高学歴化の進行といった社会状況は，人々の学習機会（可能性）を時間的にも空
間的にも拡大させ，また，学習意欲を高め，学習要求の多様化を顕著にした。
第２に，社会の高度化である。科学技術の進歩，情報化・国際化の進展という
趨勢の下，将来を見通し，社会をリードできる創造的な知識・技術を生み出す研
究開発が要求され，また，個人の側からは，豊かで充実した生活を求めての学習
需要が生まれてきた。
第３に，社会の複合化である。明治以降，学校教育は最も効率的な教育システ
ムとして機能してきたが，複合化した社会において，学校教育の肥大化に伴う弊
害，いわゆる学歴（学校歴）社会の弊害の顕在化が指摘されてきた。
臨教審では，上記第３を，評価の多元ｲﾋという視点で捉え，これまでの学校教
育の自己完結的な考えを改め，学校外の様々の学習機能に目を向け，それを的確
に評価することの必要性を強調した。いわゆる学歴社会の弊害（一元的・一時的
な評価の脱却）を，早急に解決すべき我が国特有の課題として，「生涯学習」の
背景の第１にあげた。

l - l . 生 涯 学 習 の 概 念
生涯学習の大学の関係を考える前に，次の点を明確にしておきたい。
第１に，生涯学習と生涯教育の関係である。教育学を学んだ者は，学習と教育

は表裏一体であると極く自然に理解する。日常生活における親子，同僚，隣人，
街で出会った人，さらに自然の森や海岸，それらとの相互作用が正に教育であり，
また，己を自ら啓発することを「自己教育」とする。あらゆる場面で「教育＝学
習」が成立するのである。
近代以降の「教育」は，ある目的（意図）の下に，それを実現するための一定

の計画性と継続性あるいは体系的な理念と行為を伴う。学校教育はその典型であ
る。こうした「教育」を通して，人々は何らかの学習をするが，一方で学習者は，
「教育」以外の作用から思わぬ学習をすることがある。一般常識人が，「教育＝
学習」と実感できないケースが生じてきている。
また，これまでの我が国の発展過程は，教えられる学習「教育＝学習」の歴史

であったが，いま，創造する学習・自ら楽しむ学習「教育十○←→学習十。」へ
と変化している。
「教育は与える側からの見方」で，「学習は受ける側からの見方」との説明が

されることがある。学問的には未成熟な説明であるが，「生涯学習」という『概
念』が，考え方の基本を見直すことに意義があることを思えば，この説明は，教
育と学習の関係を端的に示している。一人一人の学習要求の実現を，「学習者の
立場」で考えるところに「生涯学習」の出発点があるからである。
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大学教育の改革と展望４１
間の履修を取り入れる学習形態で，勤務と並行して学習できるメリットがある。
また，②パートタイムでの学習や大学以外での学習など，一定の学習を体系的に
積み重ねることにより学位を授与する途が開かれ，また，そのための組織として
学位授与機構が設置されたことは画期的である。

素院)難蕊硬間犬字院設置

調稜識灘灘蕊蕊4瀧釧
魏溌鐵蕊遜職伽縦猟！

第３に，社会人等を対象にした特別の事業の拡大である。これまでも公開講座
の形で進められてきたが，正規の授業を公開する大学も増えている。地域住民の
学習ニーズに応えるとともに，大学における教育研究の成果を地域に紹介し，還
元する機会として貴重である。今後さらに拡充していくため，講義（授業）計画
を広く公開することが必要である。
鞭公開講窪数謹平成元年砿蝋祇395大学脈罪成5年度鋤:59D(452大学)]謝誰

２-３-２．公共財としての大学資源
第１に，大学の持つハードー豊富な施設の有効活用である。「学校教育に支障
のない」範囲で，施設を「社会教育その他公共のために利用させ」ているのが現
状である。しかし，学校は本来地域共通の財産であり，「大学の持ち物である施
設を使わせてあげる」という考えを改める必要がある。図書館，博物館，体育館，
運動場，講義室そしてキャンパスを，「地域住民の施設」として利用できるよう
条件整備（関係法令の改正を含め）していきたい（現在の施設利用効率は，時間
をスケールに見ると15%程度)。高度の情報機能と快適な生活空間を備えた施設
を，多目的に（24時間）活用する「インテリジェント・スクール」構想を着実に
推進する必要がある。
第２に，大学のソフト資源を活かした地域との共同事業化の推進である。地方
自治体や民間団体と協力して実施する①各種の教育文化事業や，②地域開発計画
等の策定，③地域の歴史や文化の調査，④地場産業の振興等には，これまでも多
くの教員が協力しているが，今後，大学が組織として参画するシステムを整える
ことが必要である。さらに，⑤外部の研究機関や企業との共同研究・開発に，積
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大学教育の改革と展望４３
２-4 - 1 . 入学者の選抜
入学者選抜は，大学教育の第１歩である。選抜に当たって，学生の能力．適性
を多面的に判定するとともに，高等学校以下の教育を乱すことのないよう配慮す
る必要がある。生涯学習体系への移行が臨教審答申の中心テーマとなった大きな
要因は，有名校を目指して続けられる偏差値偏重の実りない教育と入試の激化で
あった。
そのため，基礎的能力の判定に入試センター試験を活用するとともに，各大学

において，大学や学部が持つ理念に基づいた特色ある入学者選抜を実施（評価尺
度の多元化・複数化，学力検査・面接・論文・実技検査等を適切に組み合わせた
丁寧な選抜など）することが必要である。併せて，多様なタイプの入学生に対し，
教授内容．方法を工夫し，カリキュラムやガイダンスの充実を図るなど入学後の
きめ細かい指導が求められる。

２-４-２．大学教育に対する社会の評価
大学教育は，これまで，就職のための手段と捉えられる部分があったことは否

定できない。これが受験競争の激化につながったとも考えられる。大学自体の実
質的充実とあわせて，大学教育に対する学生（受験生）や親の意識，学生を採用
する企業の姿勢，学歴偏重や有名校重視の社会的風潮を是正するための，多角的
な努力を続ける必要がある。
また，経済構造や就業構造の変化が著しく，また一方で，終身雇用制度が崩れ

つつある今日，大学における教育成果，特にリカレント教育の成果が処遇面に反
映されるよう充分配慮するとともに，有給教育休暇など，能力開発を希望する
人々が大学教育に容易にアクセスできるような社会システムの改善が求められる。

２-４-３．教育研究活動に対する評価
大学の活性化の最大の課題は，あらゆる『閉鎖性』を取り壊し，教職員の意欲
・モラルの高揚を図ることであり，それを湧きだすのが点検・評価である。
「大学は，その教育研究水準の向上を図り，当該大学の目的及び社会的使命を

達成するため，当該大学における教育研究活動の状況について自ら点検及び評価
しなければならない」（大学設置基準第２条）とし，各大学に自己点検・評価を
実施する努力義務が課せられた。大学人は自ずと，節度ある自由と同時に確固た
る自己責任を持つべきである。この自己点検・評価は，個々の教員の一般的な姿
勢としてではなく，大学全体としての一つのシステムを設けて実施されるもので
あることに留意しなければならない。また，自己点検・評価の結果は公表し，第
三者により客観的に承認されることが望まれる。
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自己点検．評価体制の整備状況（平成６年９月現在）
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さらに点検・評価は，自己に止まることなく相互，第三者へと拡大すべきであ
る。講義や実習の公開，教員相互の参観・研修などの工夫を進んで行う必要があ
ろう。既に，茨城大学，鹿屋体育大学，慶応大学，東海大学など多くの大学で学
生による授業評価が実施され，また，京都大学理学部，東北大学工学部，筑波大
学物質工学系，東京大学数理科学研究科などで，外部の専門家による第三者評価
が実施されている。静岡大学情報学部では，情報科学科と情報社会学科の学科間
で相互評価・課題提案することとしている。
現在，大学審議会において審議中の教員の任期制は，人事の流動化・活性化を

図る観点から，大きな効果が期待される。この制度の全国的・実質的な導入を望
みたい。

２-４-４．大学外の学習活動との連係
大学以外の機関における学習成果を大学の単位に反映する制度や，技能検定，

ボランティア活動など学外における活動を大学における履修として単位を授与し
ている例は，大学と大学外の学習を関連づける評価として注目される。
一方，大学での評価を，社会システムに取り込むことが必要である。ここで提

案をしたいのは，あらゆる学習活動を網羅する生涯学習単位の発想の実体化であ
る。評価の在り方については種々の意見があるが，この単位は，学習者自身の学
習目標や励みになるとともに，学習成果を社会に還元する際の質の維持，サービ
スを受ける人に対する『安心の担保』となるもので，学習再生産に大きな役割を
果たすと考えられる。
単位認定のための学習評価は，基本的に，第三者評価（客観評価）と一定の基

準に基づく自己評価で構成することが考えられる。このため，評価の基準を作成
する組織（学会等の準公的機関）と，学位授与機構に相当する評価機関の設置が
必要になる。
この単位は，①学習者の自由意思で取得する，②自己による相対評価が含めら

れる，③単位の活用方法は学習者が判断するもので，④種々の資格の取得に反映
されることが期待されるが，この単位の最大の特徴は，④評価の対象をあらゆる
学習資源に及ぼし，「大学など､学校が授与した単位を生涯学習単位として認め
る」という『逆の発想』にある。
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